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ソ ン グ 奉仕の理想 

来 賓 紹 介  

伊那市立伊那東小学校校長 小林克彦 様 

酒井武志 様 

ﾋﾞｼﾞﾀｰ･ｹﾞｽﾄ紹介  

上伊那グループガバナー補佐 垣内章雄 様 

米山奨学生 アルズグリさん 

（報道関係）信濃毎日新聞社様、長野日報社様、伊那 

ケーブルテレビジョン様 

幹 事 報 告 別紙をご覧ください。 

出 席 報 告 会員数57名 内出席免除18名 長欠1 

名 出席者33名 事前メーキャップ1名 出席率 

66.67％ 前々回69.39％変更なし。 

ニコニコボックス 

藤澤秀敬・平澤泰斗・立石 誠  

垣内ガバナー補佐ようこそお越しくださいました。 

ロータリー顕彰のお二人おめでとうございます。 

IGMで沢山のご意見ありがとうございました。 

大石ひとみ 孫の初節句がありました。孫はやっぱり

可愛いですね～。 

本田敏和 2/14 待望の長男が生まれました。 

宮下光一 例会用名札を無くし新調してもらいました。 

塚越 寛 門真市でパナソニックの幹部及び労働組合

幹部へ講演を2/11に行いました。 

山田 益 昨日飯田市で行われた「第24回三遠南信サ

ミット」に300人参加しました。浜松、豊橋、豊川、

飯田、駒ヶ根等中心とした、産学官の会議です。10

年後のリニアと三ヶ日IC→飯田ICの高速道路の開

通を目指しての運動です。 

三澤清美 今春4月印旛ビジネス専門学校25周年、 

 

 

 

三澤カルチャースクール35周年を迎える事が出来 

ます。ありがとうございます。今後とも宜しくお願 

い申し上げます。 

在籍祝 松崎敏彦、立石 誠、小林旬子 

委員会報告 2月号「友」の紹介 

荒木康雄情報・プログラム委員長 

横書きP27～ 2月23日ロータリー 

の創立記念日です。表紙の写真の説明。 

P7～ 合併をした3組6ロータリーのその後。 

P11～ ロータリー財団 100 周年を祝う 地区補助金

を活用した9ロータリーの事例が掲載してあります。 

P16～ End Polioに向けた8ロータリーの活動。 

縦書きP4～ 第2570地区 地区大会・地区指導者育成

セミナー講演要旨。曹洞宗長徳寺住職 酒井大岳さん

が４つの項目について記してあります。 

P16～ 祝 100 歳誕生日や白寿のお祝いなど奉仕の精

神は長生きにつながるようです。 

P17 松本南RC矢ヶ崎啓一郎の記事がありますが、私

の義父になります。 

会 長 談 話  

本日は創立記念例会であります。 

今から57年前、昭和35年（1960年） 

2月18日に伊那RCは諏訪RCを親ク 

ラブとして創立されました。長野県 

内7番目のクラブで26名のメンバーによるスタートで

した。多くの先輩方の真摯な努力によりまして今日ま

で、奉仕の理想を目指して様々な活動を継続実践して

参りました。本日は各テーブルに50周年の際の記念誌

を置いてあります。ご参考までにご覧いただきたいと

思います。中川PGが当時クラブ会長、50周年の実行

ＷＥＥＫＬＹ 2016 － 2017  

創立57周年記念例会 



委員長は宮下光一会員が務められました。 

そして毎年、この 2月の例会を創立記念例会と

して開催し併せて、伊那ロータリー顕彰の贈呈を

行って参りました。伊那ロータリー顕彰は 1978

年第1回目が実施され今年は38回目となります。 

目的は「惜しみなき善意と献身的奉仕をもって地

域社会の向上に寄与されている人々に深く敬意

を表し、志を同じくするこれらの隠れた人々のな

かから特に優れた功績のある人、他に垂範する業

績をあげた団体を選び、顕彰し、これらの人々の

生きた教訓が理想的な地域づくりの指標となる

ことを願う」となっています。 

 本日は冒頭ご紹介したお二人を顕彰させてい

ただきます。顕彰審査委員会と理事会で決定させ

ていただきました。よろしくお願いいたします。 

 また本日は垣内章雄ガバナー補佐にお越しい

ただいています。後ほどご挨拶いただき、R財団

と米山奨学会への寄付者発表の際バッチの授与

をお願いいたします。今年も多くの会員の皆様に

寄付のご協力をしていただきました。ありがとう

ございます。お陰様で両財団への寄付累計金額は

県内で極めて高い水準を維持しています。 

 ポリオの撲滅をはじめとする健康・衛生水準向

上や、貧困対策、そして青少年の教育支援など、

世界の平和・親善を目的に大きく役立っているこ

とと思います。これからもできる限りのご協力を

よろしくお願い申し上げます。 

誕 生 祝  

大澤一郎 

中山一郎 

荒木康雄 

原 敬明 

結婚記念日祝  

小坂樫男 

遠藤和夫 

下枝正一 

唐木 章 

向山賢悟 

在 籍 祝  

藤澤洋二(21) 

松崎敏彦(21) 

立石 誠(20) 

小林旬子(3)  

 

 

ガバナー補佐挨拶 垣内章雄ガバナー補佐 

クラブ創立 57 周年記念例会

おめでとうございます。財団なら

びに米山への多額の寄付に対し

て御礼を申し上げます。本年度は、

地区 RI の財団 100 周年への寄付 

にも 1人平均 150 ドルを上回る 223 ドルを 12 月

末現在ご協力いただいており、重ねて御礼申し上

げます。 

3 月 12 日には、上伊那グループインターシテ

ィーミーティングが行われる。セミナーならびに

講演もあるので、多くの方のご出席を賜り有意義

な I.M.となるようお願いいたします。 

R 財団および米山記念奨学会寄付者発表 

        下枝正一国際奉仕・財団委員長 

○ ロータリー財団寄付認証者 

メジャードナー（13 回） 中川博司 

MPHF（8 回） 藤澤秀敬、（4 回）下枝正一、（2

回 3 回）小林孝行、（3 回）都築 透、（3 回）藤

澤洋二、（3 回）松﨑敏彦、（2 回）清水紀光、（2

回）立石 誠、（2 回）荒木康雄、（1 回 2 回）平

澤泰斗、（1 回 2 回）三澤清美、（1 回 2 回）山田 

益、（1 回）大澤一郎 

ＰＨＦ赤羽弘之、平出吉範、小林旬子 

ポリオプラス寄付金＄2,240、平和センター寄付

金＄560、毎年 1 万円寄付金＄2,629.31、個人年

次寄付金＄10,294.12、個人年次寄付金（全員

＄20.00）＄1,120.00 合計＄16,843.43 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山記念奨学会寄付認証者 

米山功労者（5 回）藤澤秀敬 

普通寄付(クラブ寄付)162,000 円、 

特別寄付 100,000 円  

合計 268,000 円 

第 38 回伊那ロータリー顕彰者発表 

平澤幹事より、活動内容、顕彰理由が紹介され、

藤澤会長より表彰状および顕彰金の贈呈を行っ

た。 



伊那市立伊那東小学校 花委員会 様 

＜活動内容＞ 

地元地区から花壇を引き継ぎ、花委員会の児童

たちが、伊那東小学校信号スクランブル交差点脇

にある花壇の植え替え、水やり等の手入れを、四

季を通じて行っている。今日まで 10 年以上続い

ている。 

＜顕彰理由＞ 

 学校区域外の花壇を、一年を通して花委員会の

子供達が花の植え替えや水やりの世話をし、10

年以上続いている活動であり、その他にも毎年、

育てたプランターの花を保育園や老人ホーム、伊

那警察署にも贈る活動をし、地域の環境美化に貢

献している。 

＜顕彰の言葉＞ 

伊那東小学校花委員会の皆さんは長年にわた

り学校内及び地域の花壇整備や花の栽培を広め、

地域の環境美化に貢献されました。癒しや安らぎ

を与えてくれる活動に敬意を表すとともに心か

ら感謝を申し上げ表彰します。 

【受賞者ご挨拶】 

伊那東小学校校長 小林 克彦 様 

子供も職員も光栄と大変喜ん 

でいる。630 人の生徒がおり伊那 

市で一番大きく 118 年の歴史が 

ある小学校である。毎年、地域へ 

解放する開校展が続いているこ

とは、地域や保護者の学校への思いを感じている。

理念は、ともに生きるともに育つである。子供を

核に学校・家庭・地域の 3者が連携して故郷の思

いに応えるよう活動している。花を通して「心」

を育てていく活動を目指している。3月で定年を

迎えるが、素晴らしい賞をいただき記念となった。

今後も子供達を見守っていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井 武志 様 

＜活動内容＞ 

 15 年前に、高校生の通学用の駐輪場が現在の

沢渡駅前に移転してから、武志さんのお父さんが、

乱雑に置かれ県道にはみ出た自転車を、毎朝並べ

直し整理を始めた。その後、武志さんがお父さん

から引き継ぎ現在に至っている。 

＜顕彰理由＞ 

 沢渡駅前の県道 221 号は、道幅が狭く通行量

も多いので、自転車が車道にはみ出ていると歩行

者、車両の通行の妨げになり危険である。自転車

を整理することにより交通安全、美観に寄与する

活動であり顕彰しようとするものです。 

＜顕彰の言葉＞ 

沢渡駅前駐車場において親子二代にわたり 15

年間もの長い間、乱雑に置かれ県道にはみ出した

自転車を整理し、駅前の美化、交通安全に大きな

貢献をされている貴殿の行為に敬意を表すとと

もに心から感謝を申し上げ表彰します。 

【受賞者ご挨拶】酒井 武志 様 

沢渡駅前で店をやっている。15 

年にもなったが、父親が自転車の 

整理を始め、一時期は駅員がやっ 

ていた。駅員の転勤により、その 

後私が引き継いで続けてきた。い

つか、学生がきれいに並べるようになるかと思っ

てみているが、本日現在、はみ出ている自転車が

ある。これからも続けていきたい。 


